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3.1 栃木県における 3 月 15 日以降の空間線量率と
気象条件
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体制の整ったと思われる。図 2 に，3 月 15 日以降の
宇都宮市と那須町に加え，3 月 17 日の午後から測定
開始された県北の日光市と県南の小山市のデータも併
せて示した。特に，栃木県の放射線量の動態には，3
月 15 日～ 16 日における空間線量率と気象条件の両者
の関連が重要であるため，表 3 に両者を示した。なお，







市では，7 時の段階では 0.039 μ Sv/h であったが，8
時に 0.080 μ Sv/h，10 時には，急激に高くなり 1.318
μ Sv/h の最高値になり，原発事故前の約 34 倍の値を
示した。それ以降は急激に低下し，23 時では 0.272 μ
Sv/h を示した。那須町について見ると，12 時の段階
では 0.03 μ Sv/h であったが，14 時では急激に高くな
り 1 μ Sv/h を超え，23 時では 1.75 μ Sv/h の最高値
に到達し，原発事故前の約 58 倍の値を示した。それ
以降は緩やかに減少する傾向があった。17 日～ 19 日
の 3 日間について，宇都宮市は微減傾向にあり，平均
で 0.17 μ Sv/h であった。小山市も同様に微減傾向を
示し，平均で 0.12 μ Sv/h であった。一方，県北地域
の那須町と日光市の 17 日以降については，同様な減












さらに，那須町では，15 日の 19 時，16 日の 0 ～ 2 時
にかけて，また午後に長時間にわたり降水量が記録さ
れている。
　以上のことから，3 月 12 日に発生した福島原発事
故による水蒸気爆発の影響と推察されるが，栃木県で









後の 13 時から急激に空間線量率が上昇し，23 時にピ










時から 19 日の間で 27.154 μ Sv であった。一方，那











め，7 ヶ所の測定地（表 1）における 10 ヶ月間の測定
結果を，表 5 に示した。各測定地の測定高は，地上高




1m のよりも低い値を示した。3 月下旬から 10 ヶ月間
の空間線量率は，全体的に見ると減少する傾向にあっ
た。12 月 30 日における測定高 1m の値は，県北地域
の那須町と日光市では 0.24 μ Sv/h を以上であったが，
県南地域の他 5 ヵ所は，0.11 μ Sv/h 以下を示した。
　つぎに，5 月 13 日から 19 日に測定された栃木県全
域にわたる教育機関等における空間線量の結果を表−
6 に示す。測定高は，幼稚園，保育園，小学校では地
上高 0.5m，中学校と高等学校では地上高 1m の測定
値である。最大値は，那須塩原市においる 1.62 μ Sv/
h であった。県北 6 地域の最高値は，いずれも 0.4 μ
Sv/h であった。県南 21 地域では，17 地域で最大値が
0.2 μ Sv/h 以下を示した。しかし，小・中学校は，比
較的市街地にあるため，広域にわたる森林・山間地域
の空間線量は反映していなと推測される。環境省は，


















　まずは，那須塩原市の 5 庁舎等における 6 月 17 日
から 12 月 28 日までの空間線量率の推移を，表 7 に示
した。測定高は地上高 0.5m，測定データは９時である。
6/17 の測定値の範囲は 0.26 ～ 1.17 μ Sv/h，約半年後
の 12/28 では 0.17 ～ 0.91 μ Sv/h を示した。同一市内
において測定地により大きなバラツキが存在し，6 月
の測定時において高い値を示した測定地は，12 月に
おいても高い傾向を示した。また，12/28 と 6/17 の空
間線量率の比は 0.55 ～ 0.84 であり，空間線量率は減
少する傾向を示した。
福島原発事故後 10ヶ月間の栃木県における空間放射線量率の記録
表5　7ヶ所の測定地における 10ヶ月間の空間線量率 ( μ SV/h) の推移
表 6　5月に測定された教育機関等における空間線量率 ( μ Sv/h)






11 校の測定結果を表 8 に示した。また，土壌処理を
行わなかった任意の小・中学校 8 校の測定値を表 9 に
示した。測定高は小学校では地上高 0.5m，中学校で
は 1m である。土壌処理する前の 7/28 ～ 8/4 までの 3
日間の測定値の平均は 0.77 μ Sv/h であったが，土壌
処理後は0.23μSv/hに下がった。表9に示したとおり，
土壌処理をしない場合，同時期の減少は 0.83（＝ 0.33 
/ 0.40）であった。このため，土壌処理をしないと仮
定すると，表 8 について見ると 0.77 μ Sv/h から時間
の推移とともに 0.64 μ Sv/h（＝ 0.77 × 0.83）に減少
する可能性があると推察される。しかしながら，土壌










区ごとに 24 ～ 35 ヵ所，測定高さは，地上高 1mである。
表 6 で示した 5 月中旬に測定の塩谷町の学校施設 8 か
所の値は，0.26 ～ 0.44 μ Sv/h であった。それから約
3 ヶ月後の 8 月中旬では，平均値で 0.18 ～ 0.30 μ Sv/
h を示し，その 3 ヶ月後の 12 月では，平均値で 0.13










































8) 大久保達弘・逢澤峰昭・飯塚和也 (2012) 異なる空
間線量地域における落葉樹林林床の放射性降下物
の蓄積状況（予報），第 123 回日本森林学会大会学
術講演集 ( 印刷中 )
表 8　校庭における土壌処理前と後の空間線量率 ( μ Sv/h) の変化
表 9　土壌処理を行っていない校庭の空間線量率 ( μ Sv/h) の推移
表 10　塩谷町の 3地区における空間放射線量率（μSv/h）の推移
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